
様式2 (教育研究業績書）の記入上の注意

l 「氏名」の欄は、 本人が自署のうえ、 押印してください。

2 [研究分野］及び［研究内容のキー ワ ー ド］の欄について
① ［研究分野］の欄には、 科学研究費補助金の「系・分野・分科・細目表」の分科レベ

ルの名称を用いて、 研究分野の主なものを3つ以内で記入すること。

［研究内容のキー ワ ー ド］の欄には、 同表の細目を参考に、 研究内容を表すキー ワ ー

ドを5つ以内で記入すること。なお、分科レベルに該当がない場合は、適宜記入する。

②専攻分野についての実務等の知識や経験を有する者としての審査を希望する場合に

は、［研究分野］の欄に「00に関する実務」と記入し、［研究内容のキー ワ ー ド］の

襴に職務内容を表すキ ー ワ ー ドを5つ以内で記入すること。

3「教育上の能力に関する事項」及び「職務上の実績に関する事項」の欄について

① 「事項」の項には、 各区分に該当する担当分野に関連する教育上の能力及び職務上

の実績に関する事項を年月順（過去→現在）に簡潔に記入すること。

② f年月日」の項には、 当該事項に係る実施時期、 発表時期、 従事期間等を記入する
こと。

③ f概要」の項には、 当該事項に係る内容の概要のほか、 当該活動における地位や役

割、 成果も記入すること。

④ ［教育上の能力に関する事項］の例
ア「 1 教育方法の実践例」について

・授業外における学習を促進する取り組み、授業内容のインターネット上での公開等。

・司法研修所等の教育機関における教育経験

イ「2 作成した教科書、 教材Jの例
・授業や研修指導等で使用する著書、 教材等

ゥ r3 教育上の能力に関する大学等の評価」

・採用決定の際等における評価内容

• 各大学における自己点検・評価での評価結果

・学生による授業評価、 教員による相互評価等の結果

工「4 実務の経験を有する者についての特記事項」

・大学から受け入れた実習生等に対する指導

・日本薬剤師センタ ー等の職能団体の依頼による研修指導等

・訴訟 ・ 審判 ・ 監査 ・ 与信・企業連携・研究開発等の専門的な実務に関する教育・研修
・大学の公開講座や社会教育講座における講師、 シンポジウムにおける講演等

オ「5 その他」

・大学教育に関する団体等における活動、 教育実績に対する表彰等

• 国家試験問題の作成等

⑤ ［職務上の実績に関する事項］の例

ァ r 1 資格、 免許」

・医師、 歯科医師、 薬剤師、 看護師、 教員等の資格で担当予定授業科目に関連す
るもの

イ「2 特許等」

•特許、 実用新案等で担当予定授業科目に関連するもの

ウ「3 実務の経験を有する者についての特記事項」の例

・大学との共同研究

．訴訟・審判・監査・与信・企業連携・研究開発等の担当実績



• 各種審議会・行政委員 会、 各種ADR等の委員

・行政機関における調査官等

・研究 会・ ワ ー クショップ等での報告や症例発表

・調査研究、 留学、 海外事情調査等

• 上記を裏付ける報告書、 手引き書、 マニュアル、 雑誌等
工 「 4 その他」

・職能団体等からの実務家としての卓越性に関する評価・推閲等

・ 論文の引用実績等

4「研究業績等に関する事項」の欄について（書類の作成時において未発表のものは記入
できない。）
① 「 著書、 学術論文等の名称」の欄について

ア 研究等に関連する主要な業績を、 「（著書）」、 「（学術論文）」、 「（その他）」の項目

に適切に区分し、 各業績を発表順に通し番号を付して記入すること。（年月まで

記入してください。 年号で過去→現在の順に記入してください。）

イ 著書については、 書名を記入すること。

ウ 学術論文については、 学術雑誌、 学会機関紙、 研究報告、 紀要等に学術論文と
して発表したものの題名を記入すること。 学位論文については、 その旨を明記

すること。
工 その他については、 総説、 学会抄録、 依頼原稿等にあっては当該記事のタイト

ルを、 報告発表、 座談会、 討論会にあっては当該テー マを記入すること。

力 査読付きの論文については、 題名の後に「（査読付き）」と記載してください。

② 「単著・共著」の項には、 当該著書等に記載された著作者が単独である場合には「単

著」、 著作者が複数いる場合には、 監修、 編集、 編著、 共著 、 部分執筆等の関わり方
によらず 「共著」と記入すること。

③ 「 発行又は発表の年月」の欄には、 当該著書等の発行又は発表の年月を記入すること。

④ 「発行所、 発表雑誌等又は発表学会等の名称」の欄について

ア 著書については、 発行所を記入すること。

イ 学術論文等については、 発表雑誌等の名称、 巻・号、 掲載ペ ー ジ等を明記する
こと。

ウ 報告発表等の場合には、 学会大会名、 開催場所等を明記すること。

⑤ 「 概要」の欄について

ア 当該著書等の概要を200字程度で記入すること。

イ 当該著書等が共著の場合には、 本人の担当部分の章、 節、 題名 、 掲載ペー ジを

記入すると共に本人の氏名（下線を付すこと）を含め著作者全員の氏名（多数

にわたる場合は主要な共著者の氏名）を当該著薯等に記載された順に記入する

こと。 また、 本人の担当部分の抽出に困難があるときは、 その理由を記入する
こと。

以上 別記様式第4号（その2)の 文部科学省「様式記入要領Jより
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（様式2)

教 育 研 九ワ 業 績 書

平成 年 月 日

氏名 00 00 印

研 究 分 野 I 研究内容のキ ー ワ ー ド
外科系臨床医学 I救急医学、整形外科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項
事項 年月日 概 要

1 教吉方法の実践例
・病理解剖施行時における摘出臓器標本実物例を用 昭和 00 年 5 病死患者における死因の検索および病態解明能力向上を図るた
いた医学生自身による病態分祈 月～現在 め、病理解剖を見学させた後、病理解剖学臨床実習において、摘

出新鮮諸臓器を医学生自身に分割処理させ、解剖所見と病理学
的事項を系統的に説明させた。教科書一辺倒に頼らず、実物を直
に触れさせ、死因に関連する実際の病変を観察することにより、学
生に臨場感を経駿させるとともに、肉眼的な病態像の解析能力を向
上を図った。また病理解剖に遭遇し得なかった学生に対しても、摘
出諸臓器を其空パックに封入し、同様の検索をさせ、病態解祈能
カの向上に努めた．

・マルチメディア機器を活用した授業方法医学部学生 平成 6 年 4 月～ 病理学講義および臨床構義において、学生の興味を引き出し、病
教育、 00医科大学医学部 態解析能力の向上を図るため、スライドをより多用し、必要に応じて

ピデオを供覧するように切り替えた視聴覚による理解力の幅を広
げ、病変の発生から，病態解析、画像所見、検査、臨床診断、臨床
経過、病理診断、手術、転帰、治療法の可否、解剖所見など順を追
って積極的な質疑を促し解説することにより、疾患の理解をより深め
ることを可能とした。

平成 13 年 3 月 上記に加え、PC を用いたプレゼンテーションを開始し、さらに動画
～現在 の導入による立体的講義を行うとともに、授業の円滑な推進を図っ

t.:.. 

2 作成した教科む、教材
. : 「癌と COX-2. 口腔粘膜の癌化、癌の成長発育と 平成 15 年 6 月 ロ腔粘膜の癌化過程および浸潤・転移に際して惹起される COX-2

COX-2」およびスライド画像集 ～平成 19 年 9 腫塙蛋白の関与について詳説した資料を作成し、4-6年生を主体
月 とした授業にて配布し、研究内容のスライド画像と併用し使用してい

る。

·00の読み方（再掲） 平成 13 年 3 月 担当臨所： 感染症免疫血清学的検査 4 真菌検査 全身管理
00出版、 Pl32-135/全 220 頁 の発達や侵裂的治療などの高度医療の発展に伴って

compromised host が増加している。その結果、深在性真菌感染
症は増加傾向にある。 その検査意義、 検査法などを観説

3 教育上の能力に関する大学等の評価
·00医科大学の学生授業評価の結果 平成 15 年 6 月 当該年度内に行われた、 00外科学構義において、授業開始時

～現在 および授業中の学生に対する注意喚起、授業内容の理解度、声の
大きさ、聞き易さ、学生の授業への参加1足進、進行状況、副教材の
利用と活用法などの多項目による評価 (5点満点、教員の平均 3.7

点）において、 3.9 点から 4.4 点（平均 4.2 点）の高評価を受けてい
る

4 実務の経験を有する者についての特記事項
・大学から受け入れた実習生に対する指導歴 平 成00 年 6 病院実習の医学生、看護学生、臨床検査技師に対して、00 、 O

月～現在 0 、病 理 検 査お よ び 病 理 解 剖学の 実 習指導を毎年行っ
て、・・・・・・・・・・・に留意して指導を行っている。

5 その他
（教育実績に対する受賞歴） 平成0年 6 月 1 永年、看護教育および医療業務に従事し、病院の発展と県民の（呆
医療功労賞 (00 県病院協会） 日 隧向上のため不断の努力を払った功績が顕著であり、他の摸範と

認められたことにより表彰された。
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職 務 上 の 実 禎 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要
1 資格、 免許

医師免許 昭和 00 年 5 医籍登録番号第000300号
月 28 日

2 特許等
なし
3 実務の経験を有する者についての特記事項

・ラオス国マスタ ー プラン、 医療調査派遺 平成00年 1 国際協力事業団 (JICA) 、 ラオス国における、 特に外科救急医
月~2 月 療の実態調査を踏まえ、 マスタープラン作成の助言

• 国坑なき医師団 (Medecine Sa ns Frontieres) 平成00年 11 国蜆なき医師団のメンバー としての派逍研修、 国際保健、 緊急
派遺研修 月 援助、 難民医療、 シミュレ ー ションなどを各国からの参加者と

ともに 研修ディスカッション。

•国際緊急援助隊総合調整部会委員 平 成:JO年 4 国際協力機構 (JICA) における国 際緊急援 助隊 (Japan
月～現在 Disaster Relief, Medical Team) の隊員辺入研修研修会、 組

織運営などの監査

4 その他
国際厚生事業団派選専門家研修（パングラデシュ） 平 成00年 2 新興・再 興 感染症コ ー ス 国際機関で ある lnlernat ional 

月 15 日 ~3 月 Center for Diarrhoeal Disease Research, Bangladesh. ! こ
15 日 おいて、 熱帯医学、 ことにコレラ、 シゲラ、 サルモネラなど世

界的には common disease である下痢症を中心に国際保健の研
修、 新興・再興感染症概論、 各論、 安全な診察及び検査方法、
現地活動に必要な機材を用いた病院実習、 予防及び治療の適正
技術の習得、 公衆衛生関連フィールド視察等

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

著書、 学術論文等の名称
単著・ 発行又は 発行所、 発表雑誌等

概 要
＃惹眈別 発表の年月 又は発表学会等の名称

（著0)
l 00における感染症 単著 平成0年 5 月 00出版 院内感染症の定義・歴史·起炎菌・感染経路・院内感

の知識 院内感染症 全 25 頁 染症の具体的な対応、 防止対策などについて概説
特殊な感染症と各科領城の感染症 3 破傷風・ガス堺
疸破侶風・ガス壕疸について、 概念・病態•特徴・
診断法・治療について概説

2 00の読み方 共著 平成 13 年 3 月 OC出版 担当： P132-135 感染症免疫血清学的検査4 真菌検
Pl32-135/全 220 頁 査 全身管理の発達や侵襲的治療などの高度医療の

発展に伴って compromised host が増加している。 そ
の結果、 深在性真菌感染症は増加傾向にある。その検
査意義、 検査法などを概説
共著者： 000、 000 、 000、 0000

（学術論文）
1 00 レンサ球菌感染 共著 平成00年 10 � 感染症研究II巻 劇症型A群レンサ球菌感染症(TSLSJは急激な発症と極

の 3 例 月 pp. 10-14 めて高い死亡率を呈する重篤な敗血症であり ， 1993 年
に新興感染症の一 つとして認知された ． 今回 、 3 例 (77
歳女. 40 歳男 41 歳男）の劇症型A群レンサ球菌感染症
を経験し，救命し得たのは 1 名のみであった．治療とし
て感 染巣の切断術を含む早期切除．抗ショック療
法， DIC 治療及び血液浄化法 (HD, CHDF 等） 、 そしてベニ
シリン大伍投与を行った ．

共著者： 000 、 000、 000 、 0000
（共同研究につき本人担当部分抽出不可能）

（その他）
なし
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